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聖書のことば

　それから、バルナバはサウロを捜しにタルソスへ行
き、見つけ出してアンティオキアに連れ帰った。二人
は、丸一年の間そこの教会に一緒にいて多くの人を教え
た。このアンティオキアで、弟子たちが初めてキリスト
者と呼ばれるようになったのである。
� （使徒言行録11章25～26節）

　ここではアンティオキアの教会の弟子たちが初めてキ
リスト者と呼ばれるようになったエピソードが語られて
います。キリスト教はユダヤ教の一派からスタートした
ため、ユダヤ教の影響を強く受けたのは当然のことでし
た。敬虔なユダヤ人家庭出身のイエスさまもユダヤ教の
教えの中で成長されましたが、30歳を過ぎた頃から厳格
なユダヤ教社会の中では虐げられた人々にこそ神さまの
愛が注がれていると語り始められました。後の弟子たち
はイエスさまの意志を受け継いで伝道活動を展開してい
きます。この箇所ではアンティオキアでイエスさまこそ
がキリスト（救い主）だ、と信仰を証する人々が起こさ
れたのです。
　この場面を読むとわたしにはいつも目に浮かぶ情景が
あります。悪意のある者たちが教会の人々を「救い主の

連中」と揶揄します。すると、教会の人々はその言いぐ
さをポジティブに受け止め、「そうだ、わたしたちは救
い主の連中だ。キリスト者だ！」と発信し始めた、そん
な情景です。このキリスト者という呼び名が教会の人々
のアイデンティティーとなったのです。
　わたしは、奉仕する学院における礼拝、キリスト教行
事、授業などの全ての教育活動を通して学院が神さま、
イエスさまの愛を示す存在であって欲しいと願っていま
す。それがキリスト教学校に勤める方々の変わらざる思
いであり、それこそがキリスト教学校のアイデンティテ
ィーではないでしょうか。中高の卒業生の方が、「わた
し、卒業生です」と話しかけて下さることが多くありま
す。その時、わたしにはセーラー服に身を包んだ若き日
のはにかむ笑顔のその方の姿が見える思いがします。
「卒業生です」という言葉の中に、わたしは「キリスト
者」と呼ばれた人々と同じようなイエスさまに連なる希
望、喜び、平和を感じ、嬉しさがこみあげてくるので
す。このようなキリスト教学校の豊かさをこれからも大
切にしていきたいと新しい年の始まりに心を新たにして
います。� 〈福岡女学院チャプレン長〉

青木麻里子

　
２
０
２
１
年
12
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
会
議
」
で
は
「
報
告

書
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
の
文
科
省
事
務
局
と
の
や

り
と
り
は
前
代
未
聞
の
展
開
と

な
っ
た
。
事
務
局
側
が
、
今

後
、
広
く
意
見
を
吸
い
上
げ
た

い
と
発
言
し
た
が
、
そ
れ
に
対

し
て
、「
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
十
分

行
っ
た
の
で
不
要
、
国
民
か
ら

意
見
な
ど
聞
か
ず
、
行
政
は
報

告
書
通
り
に
法
制
化
せ
よ
」
な

ど
と
の
暴
論
を
繰
り
広
げ
、
異

様
な
光
景
と
な
っ
た
。
私
大
連

等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
５
分
以

下
で
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
見
解

は
一
切
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。
報
告
書
自
体
も
わ
ず
か
11

ペ
ー
ジ
で
、
論
理
構
成
も
完
全

に
破
綻
し
て
い
る
代
物
で
あ
っ

た
。

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連

合
会
と
教
育
同
盟
が
共
同
で

運
営
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
懇
談
会
主
催
の
第
19

回
講
演
会
が
２
０
２
１
年
11

月
20
日
（
土
）、
前
回
に
続

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
、
74
名
が
参
加
し
た
。

　
吉
田
幸
一
氏
（
前
プ
ー
ル

学
院
理
事
長
）
の
進
行
の
も

と
、
ミ
カ
エ
ル
・
カ
ル
マ
ノ

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連
合

会
理
事
長
の
開
会
挨
拶
、
山

本
与
志
春
青
山
学
院
院
長
の

開
会
祈
祷
に
続
き
、「
い

ま
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
大

切
に
し
た
い
も
の
～
喜
び
の

発
見
者
と
な
る
た
め
に
～
」

と
題
し
て
清
水
勝
幸
氏
（
前

キリスト教学校教育懇談会第19回講演会キリスト教学校教育懇談会第19回講演会

清水勝幸氏の基調講演

聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
）
が
基
調
講
演

を
行
っ
た
。「
教
え
導
く
者

か
ら
、
共
に
歩
む
者
、
共
に

学
ぶ
者
へ
」
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
、
神
に

創
造
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
自

ら
も
最
も
小
さ
い
も
の
の
一

人
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
、

日
々
の
生
活
の
中
に
あ
る

「
小
さ
な
豊
か
さ
」
を
、
喜

び
を
も
っ
て
高
め
あ
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、
毎
日
の
学
校
教
育

に
疲
れ
て
い
る
先
生
方
に

も
、
喜
び
の
発
見
者
と
な
る

た
め
に
、
何
が
必
要
な
の

か
、
共
に
考
え
る
こ
と
を
説

き
明
か
さ
れ
た
。

　
続
い
て
事
例
発
表
が
行
わ

れ
た
。
１
は
聖
母
の
小
さ
な

学
校
（
梅
澤
良
子
氏
）
で
、

京
都
府
舞
鶴
市
に
あ
る
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
で
の
、
学
校
に

行
け
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、
こ
こ
で
の
学
び
を
通

し
て
成
長
す
る
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
２
は
愛

農
学
園
農
業
高
等
学
校
（
泉

川
道
子
氏
）
で
、
三
重
県
伊

賀
市
に
あ
る
日
本
で
唯
一
の

私
立
農
業
学
校
で
実
践
さ
れ

て
い
る
「
い
の
ち
」
を
大
切

に
す
る
人
を
育
て
る
こ
と
を

目
指
す
教
育
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
た
。

　
休
憩
後
、
数
人
ず
つ
に
分

か
れ
た
50
分
間
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
ま
と
め
の
時
間
に
は
各

グ
ル
ー
プ
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
最
後
に
西
原
廉
太
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
理
事

長
の
閉
会
挨
拶
、
栗
本
嘉
子

京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院

学
院
長
の
閉
会
祈
祷
で
終
了

し
た
。

�

（
事
務
局
報
）

加
盟
校
動
静

自
由
学
園

　
２
０
２
１
年
に
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
１

年
12
月
１
日
に
『
自
由
学
園

一
０
０
年
史
』
を
刊
行
し

た
。
詳
細
は
（
学
）
自
由
学

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

梅
澤
良
子
氏

泉
川
道
子
氏

＜行事予定＞ 

１／15　第64回小学校代表者研修会

�（西南学院小学校・オンライン併用）

６／３・４　第110回定時総会

� （横浜共立学園）

西 原 廉 太

　
今
般
の
一
部
学
校
法
人
の
不

祥
事
を
取
り
上
げ
て
、
学
校
法

人
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
私
企
業
の
よ

う
な
も
の
と
さ
せ
る
、
と
い
う

意
図
が
見
え
る
が
、
そ
も
そ

も
、
株
式
会
社
に
お
け
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
学
校
法
人

に
当
て
は
め
る
こ
と
自
体
、
滅

茶
苦
茶
で
あ
る
。
株
式
会
社

は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ

る
株
主
か
ら
の
委
任
を
受
け
て

取
締
役
会
が
意
思
決
定
、
執
行

等
を
行
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
学
校
法
人

の
評
議
員
会
に
役
員
の
選
解
任

の
権
能
を
与
え
、
重
要
事
項
を

決
定
す
る
と
な
る
と
、
評
議
員

会
は
誰
か
ら
の
委
任
を
受
け
て

任
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
の
か

の
説
明
が
つ
か
ず
、
委
任
と
受

任
と
の
関
係
性
に
矛
盾
が
生
じ

る
。
当
該
学
校
法
人
の
理
念

や
、
教
育
・
研
究
の
諸
方
針
に

精
通
し
て
い
な
い
学
外
者
が
、

学
校
法
人
の
重
要
事
項
を
決
す

る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
は
ず
で

あ
る
。

　
各
学
校
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強

化
す
べ
き
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
れ
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ

ー
ド
の
活
用
な
ど
、
自
律
的
に

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
で
も
末

松
信
介
文
科
大
臣
宛
て
に
要
請

文
を
送
り
（
本
紙
２
０
２
１
年

11
月
号
１
面
に
掲
載
）、
私
立

学
校
の
「
建
学
の
精
神
」
を
瓦

解
さ
せ
、
健
全
な
教
育
研
究
、

運
営
を
著
し
く
棄
損
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
重
大
な
懸
念
を
表

明
し
た
。
そ
の
後
、
文
科
大
臣

も
、
関
係
者
の
意
見
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
認

め
、
報
告
書
以
外
に
各
方
面
の

見
解
も
聴
取
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

と
っ
て
「
建
学
の
精
神
」
は
学

校
運
営
の
生
命
線
で
あ
り
、
評

議
員
会
は
そ
の
「
建
学
の
精

神
」
や
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く

教
育
方
針
を
十
二
分
に
理
解
す

る
教
職
員
や
同
窓
生
、
保
護
者

等
の
学
校
関
係
者
と
学
外
有
識

者
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
構

成
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
１
８
９
９
年
に
、
学
校
で
の

宗
教
教
育
を
禁
ず
る
「
文
部
省

訓
令
第
十
二
号
」
強
制
と
い
う

事
態
に
直
面
し
、
危
機
に
立
た

さ
れ
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
諸

学
校
が
、
結
束
し
て
抵
抗
し
た

こ
と
を
、
今
こ
そ
思
い
起
こ
し

た
い
。

〈
立
教
大
学
総
長
、
教
育
同
盟

理
事
長
〉

「建学の精神」を瓦解させる「建学の精神」を瓦解させる
「学校法人ガバナンス改革会議」の議論「学校法人ガバナンス改革会議」の議論

2021年11月20日（土）オンラインで開催される2021年11月20日（土）オンラインで開催される

い
ま
、キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
大
切
に
し
た
い
も
の

︱
小
さ
な
豊
か
さ
に
学
ぶ
︱
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Ⅰ　
創
立
１
５
０
周
年
ま

で
の
女
子
教
育
の
あ
ゆ
み

　
切
支
丹
禁
令
の
高
札
が
あ

り
、
女
性
に
は
教
育
の
必
要

性
が
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
頃
、
横
浜
居
留
地
内

の
ヘ
ボ
ン
邸
で
生
徒
を
教
え

始
め
た
（
１
８
７
０
年
明
治

３
年
）
キ
ダ
ー
は
、
女
子
教

育
を
自
分
の
召
命
と
感
じ
て

　
コ
ロ
ナ
禍
と
呼
ば
れ
る

事
態
が
長
く
続
き
、
私
た

ち
の
生
活
や
学
校
の
営
み

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
と
っ
て
は
、
そ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
い

え
る
礼
拝
や
宗
教
行
事
が

当
た
り
前
に
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な

危
機
で
あ
り
、
同
時
に
私

た
ち
に
大
き
な
問
い
を
投

げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
の
晩
餐
の
場
面

で
、
主
イ
エ
ス
は
ペ
ト
ロ

に
向
か
っ
て
「
サ
タ
ン
は

あ
な
た
が
た
を
、
小
麦
の

よ
う
に
ふ
る
い
に
か
け
る

こ
と
を
神
に
願
っ
て
聞
き

入
れ
ら
れ
た
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
サ
タ
ン
は
聖
書

で「
誘
惑
す
る
者
」と
呼
ば

れ
、
人
を
神
か
ら
、
信
仰

か
ら
引
き
離
す
べ
く
誘
惑

す
る
存
在
と
さ
れ
ま
す
。

イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
が

主
を
裏
切
っ
た
だ
け
で
な

く
、
十
二
弟
子
の
全
員
が

主
を
見
捨
て
て
逃
げ
、
ペ

ト
ロ
に
至
っ
て
は
主
イ
エ

ス
と
共
に
い
た
こ
と
を
指

摘
さ
れ
て
「
わ
た
し
は
あ

の
人
を
知
ら
な
い
」
と
三

度
も
否
認
し
た
、
と
聖
書

は
記
し
て
い
ま
す
。
ペ
ト

ロ
は
そ
の
後
主
の
予
告
ど

お
り
主
を
裏
切
っ
た
自
分

に
気
づ
い
た
時
、
外
に
出

て
激
し
く
泣
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
自
分
の
情
け
な
さ

を
嘆
い
た
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
自
分
の
た
め
に

祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い

う
主
の
言
葉
を
思
い
起
こ

し
た
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
主
の
言
葉

は
、
十
二
弟
子
に
続
く
後

の
教
会
の
信
徒
た
ち
に
、

ま
た
現
在
の
私
た
ち
に

も
、
主
が
私
た
ち
の
弱
さ

や
危
機
を
知
っ
て
お
ら

れ
、
私
た
ち
の
た
め
に
祈

っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
覚

え
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た

ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
空
気
を
生
み
出
し
て
い

た
も
の
、
学
校
と
し
て
本

質
的
な
部
分
が
変
わ
っ
て

し
ま
い
か
ね
な
い
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
、
教
師
が
努
力
と
工
夫

を
重
ね
、
新
た
な
挑
戦
も

し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
た
ち
の
努
力
や
工

夫
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
主
は
ペ
ト
ロ
の
離

反
を
予
告
し
、
彼
の
た
め

に
祈
っ
た
だ
け
で
な
く

「
立
ち
直
っ
た
ら
、
兄
弟

た
ち
を
力
づ
け
て
や
り
な

さ
い
」
と
彼
に
期
待
し
て

使
命
を
も
お
与
え
に
な
っ

た
の
で
す
。
私
た
ち
に
も

こ
の
試
練
の
中
で
、
ま
た

そ
の
後
に
、
神
が
使
命
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
を
心
に
留
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
宗
教
主

事
〉

野 田 美由起

開会礼拝説教

ルカによる福音書22章31〜32節

主イエスが祈ってくださる

講 演

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
女
性
を

送
り
出
す 

︱
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
の
150
年
と
こ
れ
か
ら

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
学
院
長 

鈴
木 

佳
秀

第第
6363
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会
（�

）

21
年
11
月
６
日�

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
配
信

い
た
先
覚
者
。
高
札
が
撤
去

さ
れ
た
（
１
８
７
３
年
）

後
、
居
留
地
の
横
浜
山
手
に

校
舎
寄
宿
舎
を
完
成
（
１
８

７
５
年
）
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ

改
革
派
教
会
（
Ｒ
Ｃ
Ａ
）
海

外
伝
道
局
総
主
事
で
あ
っ
た

フ
ェ
リ
ス
父
子
の
名
を
掲
げ

「
フ
ェ
リ
ス
セ
ミ
ナ
リ
ー
」

と
命
名
。

　
二
代
目
ブ
ー
ス
校
長
時
代

の
１
８
９
９
年
訓
令
十
二
号

の
発
令
に
よ
り
宗
教
教
育
が

禁
止
さ
れ
、
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
は
各
種
学
校
の
道
を
選
択

し
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
守
る

決
断
。
１
９
２
３
年
９
月
の

関
東
大
震
災
に
よ
り
校
舎
倒

壊
焼
失
し
、
三
代
目
カ
イ
パ

ー
校
長
殉
職
。
同
年
12
月
に

は
オ
ル
ト
マ
ン
ス
臨
時
校
長

の
も
と
仮
校
舎
完
成
、
１
９

２
９
年
４
月
新
校
舎
を
献

堂
。
そ
の
後
の
満
州
事
変
、

日
中
戦
争
、
国
家
総
動
員
令

に
よ
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
経
営

か
ら
財
団
法
人
と
な
り
、
１

９
４
１
年
に
は
横
浜
山
手
女

学
院
に
校
名
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
宣
教
師
団
は
帰

国
。
１
９
４
４
年
海
軍
が
校

舎
を
接
収
し
、
生
徒
は
勤
労

動
員
に
。
１
９
４
５
年
の
横

浜
大
空
襲
で
一
部
校
舎
焼

失
、
８
月
の
敗
戦
後
、
９
月

か
ら
翌
年
５
月
ま
で
進
駐
軍

が
校
舎
を
接
収
。
そ
の
後
、

宣
教
師
団
が
再
来
日
。
Ｒ
Ｃ

Ａ
か
ら
の
財
政
的
な
支
援
が

あ
り
再
建
。

　
戦
後
１
９
４
７
年
に
中
学

部
（
中
学
校
）
開
設
、
１
９

４
８
年
高
等
科
（
高
等
学

校
）
開
設
、
１
９
５
０
年
校

名
を
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
と
改

称
。
１
９
６
０
年
Ｒ
Ｃ
Ａ
か

ら
最
後
の
年
度
補
助
金
を
受

け
財
政
的
に
独
立
。
１
９
６

５
年
大
学
（
文
学
部
英
文
学

科
・
国
文
学
科
）
開
設
。
１

９
８
８
年
（
文
学
部
国
際
文

化
学
科
開
設
）
緑
園
校
舎
開

校
式
挙
行
。
１
９
８
９
年
以

降
、
大
学
音
楽
学
部
開
設
、

文
学
部
国
際
文
化
学
科
を
国

際
交
流
学
部
に
発
展
改
組
、

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
開
設
、
２
０
０
５
年

に
は
音
楽
学
部
演
奏
学
科
を

設
置
。

　
Ⅱ　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
に
込
め
ら
れ
た
決

意
　
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

配
信
会
場

た
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
が
、
未

来
に
向
け
て
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
に
基
づ
く�“

For 
Others”�

を
教
育
の
中
心

に
置
く
こ
と
を
宣
言
し
た
も

の
。「
ま
こ
と
の
自
由
と
自

律
を
尊
重
す
る
教
育
を
通
し

て
、
絶
え
ず
他
者
を
尊
び
、

自
己
に
誇
り
を
も
ち
、
広
く

多
様
な
人
々
や
社
会
と
交
流

し
、
実
り
あ
る
豊
か
な
社
会

や
世
界
の
平
和
と
そ
の
発
展

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た

が
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
り
、
宮
城
学
院
中
高

で
は
石
巻
市
立
大
川
小
学
校

児
童
の
遺
族
、
佐
藤
敏
郎
氏

　
宣
教
団
体
・
宣
教
師
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
そ

の
当
時
の
宣
教
理
念
で
あ
っ

た
「
神
の
国
の
拡
張
」
と
密

接
に
関
係
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
神
の
国
の
拡
張
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
宣
教
団

の
人
々
は
献
金
し
、
未
知
の

外
国
へ
多
く
の
宣
教
師
を
派

に
寄
与
す
る
人
を
世
に
送
り

出
す
」
と
い
う
基
本
理
念
を

公
表
。

　
Ⅲ　
中
長
期
計
画
に
み
る

１
５
０
周
年
記
念
の
そ
の
先

を
目
指
し
た
課
題

　

All�Ferris

を
実
現
す
る

た
め
１
５
０
周
年
記
念
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

を
山
手
で
、
中
学
校
高
等
学

校
と
大
学
音
楽
学
部
の
協
力

を
得
て
記
念
講
演
と
演
奏
会

を
実
施
。
昨
年
10
月
の
記
念

式
典
は
中
止
に
し
た
が
、
教

学
の
自
己
変
革
を
続
け
な
が

ら“
For�Others”

の
理

念
を
生
徒
や
学
生
た
ち
と
共

に
尊
ぶ
姿
勢
で
、
未
来
を
目

指
す
。
大
学
で
は
Ｃ
Ｌ
Ａ

（
全
学
教
養
教
育
機
構
）
棟

の
設
置
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
の
た
め
図
書
館
を
改

築
、
中
高
で
は
中
庭
と
外
苑

の
整
備
が
実
施
さ
れ
、
本
部

６
号
館
を
１
５
０
周
年
記
念

館
と
し
て
改
修
し
、
同
窓
会

室
と
歴
史
資
料
館
を
新
た
に

設
置
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

発題Ⅰ

発題Ⅱ

宮城学院学院長　嶋田順
まさ
好
よ し

関西学院大学神学部教授　中道基夫

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
に
聴
き

入
っ
た
。

　
深
く
心
に
突
き
刺
さ
っ
て

き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
災

間
」
と
い
う
言
葉
だ
。
震
災

と
向
き
合
い
続
け
て
き
た
方

々
の
間
で
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
言
葉
だ
。
災
害
列

島
日
本
で
生
き
る
私
た
ち

が
、「
災
害
と
災
害
の
間
を

生
き
る
存
在
」
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
キ
リ
ス

ト
教
学
校
に
と
っ
て
肝
要
な

こ
と
は
、
過
去
の
災
害
を
振

り
返
る
だ
け
で
な
く
、
来
る

べ
き
災
害
に
備
え
つ
つ
、

「
気
を
付
け
て
目
を
覚
ま
し

て
」（
マ
ル
コ
13
章
33
節
）

歩
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、

打
ち
続
く
災
害
に
意
気
消
沈

す
る
こ
と
な
く
、
災
害
の

「
既
に
」
と
「
未
だ
」
を
包

摂
す
る
キ
リ
ス
ト
の
「
既

に
」
と
「
未
だ
」
に
基
づ
く

終
末
論
的
な
希
望
を
堅
持
し

つ
つ
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ

と
で
あ
る
（
ロ
ー
マ
５
章
３

～
５
節
）。

　
と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
大
津
波
と
そ
れ
に

連
動
す
る
福
島
第
一
原
発
事

故
に
遭
遇
し
た
時
、
私
は
最

早
こ
れ
以
上
の
大
き
な
災
害

は
起
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
と

の
思
い
に
捉
え
ら
れ
た
。
し

か
し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が

も
た
ら
し
た
災
害
は
、
こ
れ

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
超

え
た
異
次
元
の
災
害
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
ほ
ん
の
３

か
月
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
化

し
、
77
億
人
と
言
わ
れ
る
地

球
上
の
す
べ
て
の
人
々
が
例

外
な
く
巻
き
込
ま
れ
る
人
類

史
上
最
大
の
災
害
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
育
現

場
に
と
っ
て
不
幸
中
の
幸
い

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
死
亡
者

の
年
齢
階
層
が
、
今
回
の
感

染
症
で
は
圧
倒
的
に
60
代
以

降
の
高
齢
者
に
偏
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
の
ウ

イ
ル
ス
が
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪

の
よ
う
に
多
く
の
児
童
、
生

徒
、
学
生
を
死
に
至
ら
せ
る

感
染
症
で
あ
っ
た
ら
、
す
べ

て
の
学
校
が
、
途
方
も
な
く

過
酷
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
経

験
を
よ
く
踏
ま
え
、
は
る
か

に
厳
し
い
感
染
症
に
直
面
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
危

機
に
備
え
る
こ
と
が
、
災
間

を
歩
む
私
た
ち
の
課
題
と
な

る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
い
う

視
点
か
ら
は
、
メ
ル
ケ
ル
首

相
が
「
今
は
、
距
離
を
置
く

こ
と
が
唯
一
、
思
い
や
り
な

の
だ
」
と
説
い
た
隣
人
愛
の

逆
説
と
も
言
え
る
状
況
が
現

出
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
身
体
的
に
は
適
切
な
距

離
を
置
き
つ
つ
も
、
人
格
的

関
係
性
を
如
何
に
縮
め
、
深

め
る
の
か
と
い
う
道
を
、
教

育
現
場
で
模
索
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
今
回
の
経
験
を
通

し
て
感
染
症
が
生
起
し
た
初

期
に
は
、
一
切
に
優
先
し
て

「
逃
れ
る
」
こ
と
の
重
要
性

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　
星
野
富
弘
さ
ん
が
、
少
年

時
代
に
渡
良
瀬
川
の
急
流
に

呑
み
込
ま
れ
た
時
、
流
れ
に

抗
し
て
元
の
場
所
に
必
死
に

戻
ろ
う
と
し
て
も
全
く
歯
が

立
た
な
か
っ
た
が
、
考
え
を

変
え
て
流
れ
に
身
を
委
ね
た

ら
急
に
流
れ
は
穏
や
か
に
な

り
、
浅
瀬
に
無
事
着
く
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
逸
話
を
思

い
起
こ
す
。
ま
さ
に
「
試
練

と
共
に
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
、
逃
れ
る
道
を
も
備

え
て
い
て
く
だ
さ
」（
コ
リ

ン
ト
Ⅰ
10
章
13
節
）
る
主
に

信
頼
し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
流
れ
に
身
を
委
ね
な
が

ら
も
、
新
し
い
浅
瀬
を
目
指

し
て
思
慮
深
く
泳
い
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

遣
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
理

念
を
実
現
す
る
た
め
に
展
開

さ
れ
た
の
が
、
教
会
・
教
育

・
福
祉
が
一
体
と
な
る
宣
教

施
策
で
あ
り
、
特
に
日
本
に

お
け
る
宣
教
に
お
い
て
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
設

立
は
最
も
有
効
な
宣
教
方
策

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
に
ま
で
教
会
や

学
校
が
設
立
さ
れ
る
と
、
世

界
中
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な

り
、「
神
の
国
の
拡
張
」
の

実
現
も
夢
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
第
一
次
・
第
二

次
世
界
大
戦
と
い
う
悲
惨
な

結
末
は
、
教
会
の
内
外
に
お

い
て
こ
の
考
え
が
欧
米
中
心

・
帝
国
主
義
的
で
あ
る
と
い

う
批
判
を
も
た
ら
し
、
教
会

は
宣
教
す
る
根
拠
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

新
し
い
宣
教
理
念
と
し
て
、

特
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
や
社

会
事
業
に
お
い
て
は
、「
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
精
神
」

を
人
々
に
伝
え
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
に
よ
っ
て
人
格
教
育

や
福
祉
事
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
こ
と

は
社
会
の
変
化
の
中
で
非
常

に
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
日

本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

を
新
た
に
意
味
づ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
「
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
精
神
」
の
拡
張
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
、
現
代
の

若
者
や
こ
ど
も
た
ち
の
現
状

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
特
に
、
２
０
２
０

年
以
降
の
世
界
的
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
２

０
１
９
年
に
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
急
速
に
進
み
、
新
た
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
そ
の

病
気
だ
け
で
は
な
く
、
不
安

や
差
別
と
い
う
感
染
症
に
も

悩
ま
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
の

魂
は
傷
つ
い
て
い
ま
す
。
特

に
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ま
で

の
生
活
か
ら
の
乖
離
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
余
裕
の
な
い
状

況
の
中
で
、
人
間
関
係
も
希

薄
に
な
り
、
不
登
校
や
自
殺

（
３
面
に
つ
づ
く
）

災間のなかを歩むキリスト教学校

コロナ禍に問われるキリスト教教育
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口
僚
佑
氏
の
発
題

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
第
63
回
学
校
代
表
者
協
議

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
会
場
校
を
お

引
き
受
け
い
た
だ
い
た
フ
ェ

リ
ス
女
学
院
に
て
、
宮
城
学

院
学
院
長
の
嶋
田
順
好
先

生
、
関
西
学
院
大
学
教
授
の

中
道
基
夫
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ

発
題
い
た
だ
い
た
。

　
嶋
田
先
生
は
、「
災
間
の
中

を
歩
む
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」

と
題
し
て
、
私
た
ち
は
「
災

間
的
存
在
︱
災
害
と
災
害
と

の
間
を
生
き
る
存
在
」
な
の

だ
と
強
調
さ
れ
た
。そ
れ
は
、

災
害
列
島
日
本
に
生
き
る
私

た
ち
の
定
め
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
地
球
温
暖
化
が
も
た

ら
す
自
然
災
害
の
想
定
外
の

巨
大
化
、
増
大
化
、
新
た
な

感
染
症
の
増
大
な
ど
、
過
去

の
災
害
の
回
顧
に
と
ど
ま
ら

ず
、
到
来
す
る
災
害
に
常
に

備
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。「
災
間
」
の
「
既

　
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
、
全
国
各
地

で
頻
発
す
る
地
震
や
風
水
害

な
ど
の
自
然
災
害
に
対
し
、

児
童
・
生
徒
・
学
生
・
教
職

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

も
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
教
育
現
場
で
は
、

学
校
に
来
る
意
味
と
い
う
も

の
が
揺
ら
ぎ
、
こ
れ
ま
で
学

校
を
支
え
て
い
た
考
え
が
瓦

解
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
論
理
性
を

重
ん
じ
、
理
想
の
姿
を
イ
エ

ス
に
見
い
だ
し
、
高
い
倫
理

性
と
人
格
教
育
を
目
指
す
キ

リ
ス
ト
教
教
育
理
解
で
は
限

界
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
、
弱

さ
や
苦
し
み
を
表
出
し
そ
れ

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
場
、
そ
の
弱
さ
を
表
出
し

た
り
、
他
者
の
弱
さ
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
感
情
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
ま
た
、
次
々
に

起
こ
っ
て
く
る
災
害
や
大
き

な
社
会
変
化
の
中
で
、
傷
つ

い
た
魂
が
そ
の
傷
を
受
け
入

れ
な
が
ら
も
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
も
つ
神
秘
性
、

交
わ
り
や
身
体
性
、居
場
所
、

未
来
へ
の
希
望
を
象
徴
す
る

「
神
の
国
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

と
そ
の
雛
形
と
し
て
の
キ
リ

ス
ト
教
教
育
を
取
り
戻
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

発
題
ま
と
め
・
鼎
談

発
題
ま
と
め
・
鼎
談

に
」
と
「
未
だ
」
を
包
摂
す

る
の
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
「
既
に
」
と
「
未
だ
」

で
あ
り
、
そ
の
理
解
を
大
切

に
す
る
と
こ
ろ
に
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
の
本
質
が
あ

る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
キ

リ
ス
ト
教
教

育
が
問
わ
れ

た
こ
と
は
、

こ
の
２
年
間

の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
、
新

し
い
生
活
様

式
が
も
た
ら

す
精
神
的
未

成
熟
、
人
格

的
成
熟
へ
の

距
離
の
問

題
、
入
学

式
、
卒
業
式

を
含
め
、
キ

リ
ス
ト
教
学

校
の
中
核
と

し
て
の
リ
ア

ル
な
礼
拝
経

験
の
喪
失
、
課
外
活
動
の
継

続
・
継
承
の
危
機
等
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
中
道
先
生
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
問
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
」
と
題
し
て
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
を
紐
解
き
な

が
ら
、
そ
も
そ
も
「
宣
教
」

と
は
、
教
会
︱
教
育
︱
福
祉

が
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
、
引
用
さ
れ
た
１

９
０
０
年
の
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ

ト
の
以
下
の
言
葉
は
重
要
で

あ
る
。「
も
し
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
が
宣
教
活
動
と
し

て
失
敗
す
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
教
え
る
内
容
の
せ
い
で

は
な
く
、
宣
教
の
目
的
を
見

失
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
宣

教
の
目
的
を
見
失
っ
た
か
ら

で
は
な
く
宣
教
精
神
を
持
っ

た
人
が
行
っ
て
い
な
い
か
ら

で
す
」。
こ
の
モ
ッ
ト
の
言

葉
に
、
現
在
の
私
た
ち
キ
リ

ス
ト
教
学
校
は
誠
実
に
応
答

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
問
わ

れ
た
こ
と
は
、
日
常
と
の
距

離
、
人
間
関
係
や
「
余
白
」

の
欠
如
、
自
殺
率
の
増
加
と

い
う
事
態
の
中
で
、
余
白
＝

「
居
場
所
」、「
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
」
の
必
要
性
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
も
そ
も
学
校
は
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
な
り
切
れ

ず
、
む
し
ろ
、
な
ろ
う
と
す

る
と
こ
ろ
に
息
苦
し
さ
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
教
会
︱
教
育

︱
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
中

で
、「
宣
教
の
分
業
」
で
は

な
く
、
若
者
を
中
心
に
お
い

た
「
居
場
所
」
と
し
て
の

「
宣
教
の
回
復
」が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
と
提
言
さ
れ
た
。

　
後
半
は
西
原
も
加
わ
っ
て

の
鼎
談
と
な
っ
た
が
、
中
道

先
生
が
示
さ
れ
た
、「
治

る
」「
癒
さ
れ
る
」
と
は
、

疫
病
の
原
因
を
除
去
し
、
元

の
姿
に
戻
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
か
た
ち
に
な
る
こ
と

（
復
活
）
で
は
な
い
か
と
い

う
理
解
と
、
嶋
田
先
生
が
引

用
さ
れ
た
星
野
富
弘
さ
ん
の

「
何
も
あ
そ
こ
に
戻
ら
な
く

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

流
さ
れ
て
い
る
私
に
、
今
で

き
る
い
ち
ば
ん
よ
い
こ
と
を

す
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
見
事
に
共
振
す

る
こ
と
に
注
目
し
つ
つ
、

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う

大
き
な
物
語
に
飲
み
込
ま
れ

る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
物
語
が
回
復
さ
れ
る
こ

と
、
そ
の
意
味
で
の
「
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
力
」
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
課
題
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

�

西
原
廉
太

〈
立
教
大
学
総
長
、
教
育
同

盟
理
事
長
〉

全国災害支援連絡会議

阪神・淡路大震災の記憶を未来につなぐ
松蔭中学校・高等学校で開催（オンライン併用）

員
ら
の
命
を
守
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
法
人
が
連
携
し
て

危
機
に
対
応
し
て
い
く
た
め

の
「
備
え
」
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
の

COVID-19
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
ま
さ

に
世
界
的
規
模
の
自
然
災
害

に
匹
敵
す
る
災
禍
と
な
り
ま

し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
加
盟
校
の
働
き
に
お

い
て
も
、
一
つ
の
場
所
に
集

ま
り
、
共
に
学
び
合
う
研
修

の
機
会
を
持
つ
と
い
う
こ
と

が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て

も
神
に
つ
な
が
る
教
育
共
同

体
と
し
て
の
働
き
が
祝
福
さ

れ
、
継
続
さ
れ
ま
す
よ
う
祈

り
ま
す
。

　
昨
年
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
スCOVID-19

へ
の

対
応
に
つ
い
て
」（
於
：
立

教
女
学
院
２
月
20
日
）
に
引

き
続
き
、
２
０
２
１
年
度
の

全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議
は

関
西
地
区
委
員
が
中
心
と
な

り
、
全
国
委
員
会
と
の
共
催

と
い
う
形
で
11
月
６
日

（
土
）、
神
戸
の
松
蔭
中
学

校
・
松
蔭
高
等
学
校
の
レ
オ

ノ
ラ
・
チ
ャ
ペ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
委
員

会
と
全
国
委
員
会
の
共
催
と

し
、
参
加
者
も
現
地
参
加
と

全
国
か
ら
多
数
の
方
々
に

Zoom

で
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は

Covid-19

の
副
産
物
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
坪

井
智
司
祭
（
松
蔭
中
学
校
・

高
等
学
校
チ
ャ
プ
レ
ン
）
に

よ
る
司
式
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

後
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
慰
霊
碑

を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
参
加

者
は
タ
ク
シ
ー
と
徒
歩
で
の

移
動
、
碑
巡
り
で
は
案
内
役

の
坪
井
司
祭
がiPhone

の

カ
メ
ラ
をZoom

で
つ
な
い

で
生
配
信
。
中
継
の
合
間
の

時
間
を
利
用
し
て
、
26
年
前

の
大
震
災
の
時
に
被
災
地
域

の
学
校
の
教
員
と
し
て
対
応

に
奔
走
さ
れ
た
経
験
を
持

つ
、
大
園
典
子
氏
（
松
蔭
中

学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）
か

ら
、
当
時
の
生
々
し
い
記
憶

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
地
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
と
は
、
実
際
に
神

戸
の
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
の

ガ
イ
ド
で
し
た
が
、
ご
自
宅

や
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
参
加
者
の
方
々
に
う

　
２
０
２
１
年
11
月
13
日

（
土
）、
関
西
学
院
高
等
部

に
て
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

使
命
と
可
能
性
︱
い
の
ち
の

尊
さ
と
平
和
を
求
め
て
︱
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
関

西
地
区
の
新
任
教
師
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

は
宿
泊
を
伴
う
研
修
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
年
度

は
一
日
の
み
か
つZoom

と

会
場
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
の
研
修
と
な
り
、
新
任

の
教
員
17
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
開
会
礼
拝
で
の
川
俣
茂
先

生
（
清
教
学
園
）
の
説
教
か

ら
始
ま
り
、
川
口
僚
佑
先
生

（
桃
山
学
院
）
の
発
題
を
も

と
に
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
川
口
先
生
の

発
題
で
は
主
に
二
つ
の
こ
と

が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
自
分
の
身
の
ま

わ
り
に
は
ど
の
よ
う
な
先
生

方
が
い
る
か
、
そ
し
て
自
分

が
所
属
す
る
チ
ー
ム
の
中
で

自
分
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は

担
う
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
今
ま
で
に

出
会
っ
た
先
生
の
中
で
一
番

や
慰
霊
碑
な

ど
を
残
す
こ

と
で
、
災
禍

を
忘
れ
な

い
。
犠
牲
と

な
っ
た
方
々

の
鎮
魂
と
と

も
に
、
近
い

将
来
、
起
こ

り
う
る
次
の

災
害
に
備
え

る
意
識
を
持

つ
。
神
戸
で

の
慰
霊
碑
巡

り
か
ら
得
た

関
西
地
区

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

勤
め
る
と
い
う
こ
と

新
任
教
師
研
修
会

良
い
授
業
を
す
る
先
生
は
誰

だ
っ
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
点
が
良
い
と
思
う
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
の
中

で
、
一
つ
目
に
つ
い
て
は
、

チ
ー
ム
の
中
で
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
に
し
ろ
、
同
じ

チ
ー
ム
内
の
教
員
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
理

解
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
自

分
で
担
お
う
と
し
て
い
る
役

割
が
他
の
教
員
と
共
有
で
き

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
楽
に
な

る
部
分
が
あ
り
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
生
徒
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
二
つ
目
に
つ
い
て
は
、
人

に
よ
り
様
々
な
経
験
を
し
て

き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
様

々
な
考
え
方
が
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
川
口
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
授

業
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ

と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
全
て
の
生
徒

に
等
し
く
時
間
を
割
け
る
授

業
を
軸
に
し
て
生
徒
と
の
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
形
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

ま
で
の
出
会
い
を
振
り
返
る

中
で
、
今
後
自
分
の
目
指
す

べ
き
教
員
像
が
各
々
明
確
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
と
め
の
時
間
に
は
、
各

グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
の
内

容
を
シ
ェ
ア
し
、
そ
の
後
、

山
崎
哲
嗣
先
生
（
大
阪
女
学

院
）
か
ら
助

言
を
い
た
だ

き
、
種
を
蒔

く
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最

後
に
福
島
旭

先
生
に
よ
る

派
遣
の
祈
り

が
あ
り
、
研

修
会
を
終
え

ま
し
た
。

　
今
後
、
キ

リ
ス
ト
教
学

校
に
勤
め
る
と
い
う
こ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
こ

れ
か
ら
も
考
え
続
け
て
い

き
、
自
身
が
所
属
す
る
学
校

の
建
学
の
精
神
へ
心
を
寄

せ
、
新
任
教
師
で
あ
る
私
た

ち
も
生
徒
と
共
に
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
研
修
の
た
め
に
、
会

場
の
準
備
や
当
日
の
運
営
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

白
濵
翔
太

〈
広
島
女
学
院
中
学
・
高
等

学
校
教
員
〉

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
21
年
度
締
切
＝
３
月
30
日

　
詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

城
県
で
の
全
国
災
害
支
援
連

絡
会
議
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

�

吉
田
太
郎

〈
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

委
員
長
、
立
教
女
学
院
小
学

校
教
頭
・
宗
教
主
任
〉

ま
く
伝
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
、
空
気
感
を
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
に
苦
慮
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
写
真

や
ス
ラ
イ
ド
だ
け
で
は
な

く
、
実
際
の
現
場
か
ら
声
を

お
届
け
で
き
た
こ
と
、
震
災

直
後
よ
り
、
被
災
地
に
あ
る

学
校
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
、
困
難
が
あ
っ
た

の
か
、
26
年
と
い
う
月
日
が

過
ぎ
た
か
ら
こ
そ
振
り
返

り
、
話
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
台
風
や
大
雨
な
ど
の
風
水

害
や
大
地
震
が
歴
史
上
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
、
災

害
大
国
日
本
。
現
代
で
は
鉄

道
や
上
下
水
道
と
い
っ
た
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
み
、
街

全
体
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗

装
さ
れ
、
災
害
の
爪
痕
は
見

え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
地
名

学
び
で
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
加
盟

校
の
皆
様
、
快
く
会
場
校
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
松
蔭
中
学
校
・
高
等
学
校

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
２
０
２
２
年
度
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
を
経
た
宮
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キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者

　12月10日付けで加盟小、中高、特別支援学校、
専門学校校長先生、大学学長先生宛に依頼状を
郵送しました。締切は1月14日（金）です。

□Googleフォームより回答できます。
・スマホはＱＲコードで
・パソコンはＵＲＬより
　https://bit.ly/3ondzMq

□�Wordファイルでの回答は同盟ＨＰ「緊急ニュ
ース」をご覧ください。

広報委員会アンケート「キリスト教
学校における平和教育と SDGs」
（本紙3月号掲載予定）回答のお願い

　
11
月
は
学
校
代
表
者
協
議

会
な
ど
の
集
会
で
重
要
な
提

起
と
観
点
を
得
ら
れ
ま
し

た
。
今
の
厳
し
い
時
代
に
キ

リ
ス
ト
教
学
校
が
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
相
互
の
協
力
で

将
来
へ
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
せ

る
希
望
を
思
い
ま
す
。

　
高
台
の
７
階
に
あ
る
事
務

局
の
窓
か
ら
は
、
遠
く
東
に

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
高
層
ビ
ル

が
関
東
の
真
っ
青
な
冬
晴
れ

の
光
に
く
っ
き
り
と
映
え
ま

小
こ

副
そえ

川
がわ

幸孝

（　九州学院　）チャプレン

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

キリスト教学校では、なぜ礼拝が大事なのですか？

Ａ：�学校の礼拝は、キリスト教学校のすべての源
泉だからです。

　どのキリスト教学校でも、学校で礼拝が行われ
ます。学校ではクリスチャンではない先生や生徒
が多数を占めていますが、礼拝は学校の中で一番
大事なものとして守られています。それはなぜで
しょうか。
　ずいぶん以前のことですが、受験競争が激しい
時、学校での礼拝の時間がもったいないので、そ
れを止めて、英語の単語を覚えたり、数学の公式
を覚えたりする方がはるかに効率的ではないかと
いう主張がなされたりしたことがありました。第
二次世界大戦中は讃美歌ではなく軍歌が歌われ、
軍事教練が強制されたりもしました。しかし、キ
リスト教学校は礼拝を守ることを大事にしてきま
した。それは、礼拝が学校教育の源泉であること
をよく理解していたからです。礼拝は、英語では
「ワーシップ（Worship）」という言葉がよく使わ
れますが、「ワーシップ」の原義は「もっとも価
値あるもの」という意味をもっています。この
「もっとも価値あるもの」を「もっとも価値ある
もの」とすること、それがキリスト教学校の基本
姿勢だからです。
　礼拝は、人間的に見れば、心を静め、自らを省
み、神の前で謙遜になっていくことを身につけて
いきます。それは、何かを学ぶ上で最も大切な基
本姿勢で、謙遜でなければ何も身につきません

が、礼拝はそうした姿勢を涵養します。そして、
祈りをもって生きることの大切さを教えてくれま
す。しかしそれ以上に、その時に与えられる「神
の言葉」を聞くことで、自らの生活や人生の指針
が示されます。それを繰り返し行うことで、人間
として豊かな姿を養ってくれるのです。
　しかし、礼拝は、別の英語では「サービス
（service）」という言葉が使われたりしますよう
に、何よりも神の側からの働きかけが行われるも
のです。神のサービスを受ける。それが礼拝です。
　そのことは「恵み」を「恵みとする」というこ
とでもあり、それが人の生き方を決定づけます。
宗教改革者M・ルターは「たとえ明日、世界が滅
びるとも、わたしは今日、リンゴの木を植える」
と語ったと伝えられますが（M・ルターの言葉で
はないとも言われますが、一般的にはルターの言
葉とされています）、そのような生き方ができる
のは、どんな状況に置かれたとしても、人は恵み
を見出すことで希望が持てることを示していま
す。キリスト教学校で礼拝を守るということは、
神の言葉によってそうした確固たる生き方を身に
つけるということです。
　わたしたちは、これからも礼拝を大切にする学
校であり続けたいと願っています。

※2022年は全6回の予定で、小副川先生と三河悠
希子先生（活水中学校・高等学校宗教主事）にご
担当いただきます。ご期待ください。（編集部）

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
規
制
の
多

い
日
々
で
も
朝
焼
け
、
夕
焼

け
、
星
空
、
満
月
の
美
し
さ

が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
有
難

い
で
す
。
寒
さ
は
本
番
で
す

が
冬
至
か
ら
一
陽
来
復
、
光

の
春
へ
日
差
し
が
勢
い
を
取

り
戻
し
ま
す
。
１
月
６
日
は

顕
現
日
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
緊

張
は
続
き
ま
す
が
救
い
主
の

到
来
と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
新
し
い
歩
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
事
務
局
も
微
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

事
務
局
長

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

４
月
１
日
で
す
。

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職�

種
＝
①
母
性
看
護
学　
教

授
、
准
教
授
又
は
講
師
１

名
②
基
礎
看
護
学　
准
教

授
又
は
講
師
１
名
③
成
人

看
護
学　
准
教
授
、
講
師

又
は
助
教
２
名

採�

用
予
定
日
＝
①
４
月
１
日

②
③
４
月
予
定

応
募
締
切
＝
１
月
21
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職�

種
＝
芸
術
科
（
美
術
）
非

常
勤
講
師
１
～
２
名

応
募
締
切
＝
１
月
17
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3401

▽
明
治
学
院
高
等
学
校

職�

種
＝
英
語
科
専
任
教
諭
、

保
健
体
育
科
常
勤
講
師
各

１
名

応
募
締
切
＝
１
月
21
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5011

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職�
種
＝
非
常
勤
講
師　
国
語

科
２
名
、
理
科
（
生
物
）

１
名

応
募
締
切
＝
１
月
20
日

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
理
科
（
中
１
化
学
・

生
物
分
野
）
又
は
理
科

（
高
３
地
学
基
礎
）
非
常

勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
19
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
宮
城
学
院

職�

種
＝
専
任
事
務
職
員
職
務

公
　
募

経
験
者
若
干
名
、
施
設
設

備
関
係
職
務
経
験
者
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
14
日

問
合
せ
＝
☎022-279-1311

▽
山
梨
英
和
学
院

職�

種
＝
専
任
事
務
職
員
２
名

程
度

応
募
締
切
＝
１
月
20
日

問
合
せ
＝
☎055-223-6010

▽
北
陸
学
院

職�

種
＝
法
人
・
大
学
事
務
局

事
務
職
員
２
名

応
募
締
切
＝
１
月
31
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

吉
岡
利
忠
氏

山
田
耕
太
氏

学
生
時
代

84
年
11
月

　
中
小
規
模
大
学
の
理
事
会

関
係
者
を
対
象
と
し
た
連
携

協
力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

協
議
会
が
２
０
２
１
年
11
月

29
日
に
約
40
名
が
参
加
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
（
担
当
は

活
水
学
院
）
で
開
催
さ
れ

た
。
開
会
礼
拝
で
は
宮
城
学

院
嶋
田
順
好
学
院
長
が
海
外

留
学
生
の
積
極
的
な
受
け
入

れ
の
可
能
性
を
レ
ビ
記
の

「
寄
留
者
を
受
け
入
れ
よ
」

と
の
内
容
か
ら
奨
励
し
た
。

午
前
の
講
演
は
敬
和
学
園
大

学
の
山
田
耕
太
学
長
に
よ
り

「
地
域
循
環
型
社
会
の
拠
点

と
し
て
」
と
題
し
て
、
地
域

に
根
差
し
た
関
係
構
築
に
よ

る
定
員
充
足
へ
の
経
緯
が
紹

介
さ
れ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
の
強
化
の
た
め
「
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
」
で
は
キ
リ
ス
ト
教
、
国

際
理
解
、
地
域
貢
献
の
３
つ

を
柱
と
し
、
ま
た
中
長
期
計

画
で
は
「
地
域
循
環
型
教

育
」
を
策
定
し
た
。
さ
ら
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
、
産
官

学
と
の
連
携
、「
地
域
経
営

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
導
入
、
学
長
裁
量
経

費
の
予
算
化
等
が
紹
介
さ
れ

た
。
同
大
学
は
地
元
の
新
発

田
市
や
米
国
大
学
と
の
連
携

協
定
に
よ
り
地
域
大
学
の
役

割
を
明
確
に
し
、
学
生
受
け

入
れ
を
補
完
し
て
い
る
。

　
午
後
の
講
演
は
弘
前
学
院

大
学
前
学
長
の
吉
岡
利
忠
先

生
が
「
厳
し
い
地
方
小
規
模

私
立
大
学
の
環
境
に
即
応
し

て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

同
校
は
本
田
庸
一
に
よ
り
青

森
県
で
最
初
の
女
子
普
通
教

育
学
校
と
し
て
創
立
、
戦
後

に
短
期
大
学
・
大
学
が
開
設

さ
れ
た
。
大
学
教
育
の
基
本

を「
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
教
育
」

と
名
付
け
、
学
生
の
個
性
を

生
か
す
教
育
の
一
環
と
し
て

初
年
次
か
ら
の
「
基
礎
演

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

「
種
を
ま
き
」「
水
を
注
ぐ
」

業
を
神
様
は
人
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
。
し
か
し
成
長
さ

せ
て
く
だ
さ
る
の
は
神
様

の
御
業
に
他
な
ら
な
い
。

　
金
子
正
は
１
９
１
５
年

９
月
15
日
に
、
現
在
の
横

浜
市
保
土
ヶ
谷
区
上
星
川

の
地
に
、
旧
家
の
軍
人
の

長
男
と
し
て
生
を
受
け

た
。國
學
院
大
學
で
学
び
、

卒
業
後
は
福
島
県
立
喜
多

方
中
学
で
教
師
の
道
を
歩

み
は
じ
め
る
。
近
衛
兵
と

し
て
兵
役
に
つ
き
、
東
京

都
立
第
一
中
学
の
教
師
の

時
に
終
戦
を
迎
え
る
。

　
１
９
５
０
年
12
月
24
日

受
洗
。
旧
家
の
長
男
が
キ

リ
ス
ト
者
に
な
る
こ
と
は

た
や
す
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
先
祖
代
々
の
仏
壇

と
神
棚
を
払
い
、
累
代
の

私は植え、アポロは水を注いだ。
しかし、成長させてくださったのは神です。�
� （Ⅰコリント３章6節）

習
」
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学

習
（
調
べ
、
読
み
、
考
え

る
、
的
確
に
表
現
で
き
る
）

姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ
と
、

「
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
」
以
外

に
、
個
人
的
な
関
係
性
を
強

化
す
る
「
チ
ュ
ー
タ
ー
制

度
」
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
大
学
名
称
に
因
み
「
ヒ

ロ
ガ
ク
教
養
講
話
」
と
題
し

て
、
理
事
長
、
学
長
、
地
方

企
業
の
社
長
な
ど
多
彩
な
分

野
か
ら
講
師
を
依
頼
し
開
催

し
て
い
る
。
青
森
県
内
に
は

8
大
学
が
あ
り
、
公
立
高
校

の
統
廃
合
や
大
幅
な
若
年
層

の
人
口
減
少
が
、
学
生
受
け

入
れ
に
大
き
な
課
題
を
突
き

付
け
て
い
る
（
大
学
入
学
者

減
少
率
で
青
森
県
は
全
国

一
）。人
件
費
の
適
正
化
、
科

研
費
獲
得
、
歴
史
に
と
ら
わ

れ
な
い
私
学
と
し
て
の
意
識

改
革
が
必
要
と
強
調
し
た
。

　
各
講
演
後
に
は
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
、
地
域
を
超
え

た
情
報
共
有
と
連
携
協
力
の

道
を
探
る
重
要
性
、
中
小
規

模
大
学
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
コ

ー
ド
の
課
題
、
建
学
の
精
神

と
教
職
員
へ
の
浸
透
、
学
校

法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
同

盟
加
盟
校
に
よ
る
中
小
規
模

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
可

能
性
、
小
規
模
大
学
の
生
き

残
り
策
、
な
ど
活
発
な
意
見

交
換
と
提
案
報
告
が
あ
っ

た
。

　
プ
ー
ル
学
院
元
理
事
長
の

杉
山
修
一
先
生
に
よ
る
閉
会

礼
拝
で
は
「
マ
ル
コ
6
章
」

を
引
用
し
、
逆
風
の
中
の
学

校
法
人
は
弟
子
た
ち
に
倣
い

主
イ
エ
ス
に
信
頼
を
置
き
、

共
に
歩
み
続
け
よ
う
と
の
励

ま
し
が
あ
っ
た
。

　
後
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
同
じ
規
模
の
大
学
で
も

共
通
点
と
共
に
歴
史
、
環

境
、
地
理
的
な
面
で
異
な
る

が
、
今
後
連
携
協
力
を
す
る

に
は
、
同
様
の
連
携
協
力
の

会
を
重
ね
る
こ
と
、
意
見
・

提
案
を
実
現
し
て
い
く
取
り

組
み
へ
と
進
む
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

�

湯
口
隆
司

〈
活
水
女
子
大
学
学
長
、
実

行
委
員
会
委
員
長
〉

中
小
規
模
大
学
連
携
協
議
会

中
小
規
模
大
学
連
携
協
議
会

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
　
　

氏
子
総
代
・
檀
家
代
表
を

辞
す
る
こ
と
に
な
る
。
自

宅
で
の
家
庭
集
会
は
、
今

の
日
本
基
督
教
団
上
星
川

教
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
横
浜
の
山
手
の
丘
に
あ

る
横
浜
学
院
は
、
戦
禍
に

苦
し
ん
で
い
た
２
つ
の
学

校
が
１
９
４
７
年
９
月
に

合
併
し
て
で
き
た
学
校
で

あ
る
。
横
浜
学
院
の
立
つ

横
浜
山
手
の
丘
は
明
治
以

降
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教

教
育
が
始
ま
っ
た
場
所
で

あ
る
。

　
金
子
が
32
歳
の
時
２
つ

の
学
校
を
合
併
し
新
し
い

学
校
を
創
立
し
た
。
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
導
か
れ
た

金
子
は
１
９
５
２
年
横
浜

学
院
で
の
キ
リ
ス
ト
教
教

育
を
始
め
る
。

　
金
子
が
種
を
ま
き
、
水

を
注
い
だ
横
浜
学
院
で
の

教
育
を
神
様
は
成
長
さ
せ

て
く
だ
さ
っ
た
。

　
金
子
の
思
い
は
、
横
浜

市
中
区
山
手
町
２
０
３
番

地
で
横
浜
女
学
院
中
学
校

高
等
学
校
、
横
浜
学
院
幼

稚
園
と
し
て
今
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

�

平
間
宏
一

〈
横
浜
女
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
〉


